
スポーツ医学学位プログラム（3年制博士課程）
Doctoral Program in Sports Medicine

大学教員に加えて、行政機関や産業界において、スポーツ振興をグローバルな視点で推

進する研究者や指導者。
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・ １年次では、 スポーツ医学に関連する基礎的知識 ・ 能力、 汎用的知識 ・ 能力、 倫理観を学ぶとともに博士論文

の計画を立案し、 研究に着手する。 ２年次以降は、 より専門的にスポーツ医学を学ぶと共に研究を進める指導

を行い、 学会発表や学術誌における論文発表を積極的に行う。

・ １年次に基礎科目である 「スポーツ医学概論Ⅰ ・ Ⅱ」 を履修し、 スポーツ医学の基礎的な知識と研究方法論を学

ぶ。

・ １年次に 「博士論文研究指導Ⅰ」 を履修し、 博士論文の計画を立案する。 また、 当該科目では、 博士論文の研

究計画を発表し、 指導教員より研究指導を受ける。

・ １ ・ ２年次では、 「スポーツ医学セミナーⅠ・ Ⅱ」 を履修し、 最先端のスポーツ医学研究や研究手法を学び、 各自

の研究に生かす。

・ １ ・ ２ ・ ３年次において、 「スポーツ医学セミナーⅢ」 を履修し、 最先端のスポーツ医学研究に加え、 キャリアパス

形成についても学ぶ。

・ ２ ・ ３年次における 「博士論文研究指導Ⅱ ・ Ⅲ」 では、 博士論文の研究指導を指導教員より受ける。

スポーツ医学の基礎となる基礎的知識・能力、汎用的知識・能力、倫理観を養うとともに、既成の分野では包括できないカリキ

ュラムを体育系、医学医療系及び人間系に所属する教員が担当し、スポーツ医学の広範囲なカリキュラムを編成することで、ス

ポーツ医学に関する研究を自立して行うために必要な高度の研究能力を養う教育・研究指導を行う。
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スポーツと健康、競技者の競技力向上、外傷・障害予防及び疾患の予防に関する知識を有し、これを基盤と

してスポーツ医学に関する研究能力を高めようとする意欲を持ち、競技スポーツや健康スポーツなどの関連領域

で活躍できる人材を求める。
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